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要旨： 
本研究は、精神科受診に至らない状況下で心理的不調を抱える人々に対して、早期に状態を把握し、

適切な介入を提供する支援技術を確立し、自殺予防に資することを目的とした。特に、自然災害などに
よる生活環境の急変に直面した被災者や、精神医療に対して抵抗感を示す若年女性に焦点を当て、3 年
間にわたり多面的なアプローチによる研究を行った。 

自然災害後の被災者における抑うつ状態の発生については、令和 5 年 7 月の秋田県における記録的大
雨を契機として、被災者に対し 3 ヶ月、6 ヶ月、9 ヶ月、12 ヶ月の 4 時点で心理調査を実施し、抑うつ、
不安、ストレスが長期にわたり継続する傾向を明らかにした。 

そのような多くの人数が抑うつ状態に陥った状況に対応するため、精神科医による医療に頼らない方
法としてデジタルデバイスの導入を検討した。具体的にはスマートフォンアプリ me-fullness®を用いて、
一般女性の心理状態を改善することができるかについてモニター登録している女性を対象に検討した。
次に体育大学に通う女子大学生を対象とした実証研究を行い、1 ヶ月間 me-fullness®を使用することで、
抑うつ症状や月経前症候群（premenstrual syndrome : PMS）、不眠に有意な改善が認められることを確
認した。さらに、アプリ使用中の脳活動を近赤外線分光法（IRS）で計測し、視覚的自己認知に関わる前
頭葉領域の活性化を確認した。 

これらの成果は、視覚情報の AI 分析を活用したデジタル機器を活用した心理支援が、災害対応およ
び日常生活における自殺予防手段として有効であることを示しており、今後の自殺総合対策への実装が
強く期待される。
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Mental Health DX Project using AI analysis of visual information 
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The Current Research Period：November 2022 to March 2025（a 3 year plan） 

Summary: 
This study aimed to establish support techniques for identifying psychological distress early and providing 
appropriate intervention to individuals who do not seek psychiatric care, thereby contributing to suicide 
prevention. The study focused on disaster victims facing sudden changes in living environments due to 
natural disasters and young women who exhibit resistance to mental healthcare, conducting a three-year 
study using a multifaceted approach. 

Regarding the onset of depressive states among disaster victims following natural disasters, we 
conducted psychological surveys at four time points (3 months, 6 months, 9 months, and 12 months) 
following the record-breaking heavy rains in Akita Prefecture in July 2023, and identified a tendency for 
depression, anxiety, and stress to persist over the long term. To address the situation where many people 
fell into depressive states, we considered the introduction of digital devices as an alternative to medical 
care provided by psychiatrists. 

Specifically, we investigated whether the smartphone app me-fullness® could improve the 
psychological state of women by monitoring registered participants. Subsequently, we conducted a pilot 
study targeting female university students enrolled in a physical education program, confirming that using 
me-fullness® for one month led to significant improvements in depressive symptoms, premenstrual 
syndrome (PMS), and insomnia. Furthermore, brain activity during app use was measured using near-
infrared spectroscopy (IRS), confirming activation in prefrontal cortex regions associated with visual self-
awareness.  

These findings suggest that digital devices utilizing AI analysis of visual information can be an 
effective tool for suicide prevention in disaster response and daily life, and their implementation in 
comprehensive suicide prevention strategies is strongly anticipated. 
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1. 研究目的
精神科受診に至らない心理的不調を抱える人々に対し、AI を用いた視覚情報の解析を活用し、心理状

態を早期に検出・介入可能とし、自殺予防の技術確立を目的とした。既存のスマートフォンアプリ me-
fullness®や顔の視覚情報から心理状態を推定する技術を活用し、災害下や日常生活における精神的スト
レスの可視化と改善に資する手法を探究することにより、自殺を予防する。

2. 研究方法
本研究では、以下の 2 つのアプローチを採用した。

1. 自然災害の心理状態への影響：
令和 5 年 7 月の記録的大雨による秋田県の被災者を対象に、被災後 3 ヶ月、6 ヶ月、9 ヶ月、12 ヶ月

の 4 時点で Web 調査を実施し、心理的影響の経時的変化を把握した。また、東日本大震災後のヘルス
ケアに関する情報を掲載した「災害後ケア」冊子の有用性について、都道府県の防災関連部署への調査
を通じて検討した。

2. 顔情報から推定した心理状態の検証試験：
心理的不調の検出と改善を目的とし、スマートフォンアプリ me-fullness®を用いた実証研究を実施。

2023 年 2 月から 3 月にかけ、25～35 歳の女性を対象に、アプリ使用群（49 名）とコントロール群（27
名）に分け、使用前後に The Depression Anxiety Stress Scales（DASS）-21 等の心理指標を測定した。
体育大学女子学生 85 名を対象としたアプリ使用調査では、DASS-21 の他月経前症候群（premenstrual 
syndrome : PMS）や不眠等を調べる調査票スコアを評価し、統計的分析を実施した。 

倫理面への配慮 
 これらの調査は、倫理審査委員会の承認を得て実施し、参加者のインフォームド・コンセントを取得
した上で行った。 

3. 研究結果
1. 自然災害の心理状態への影響：

令和 5 年 7 月の秋田県記録的大雨に被災後 6 ヶ月まで抑うつ症状が持続しており、災害後半年間は多
くの住民が精神的支援を必要とする可能性が示された。被災者に役立てる目的の「被災後ケア」の冊子
については都道府県の防災関連部署より、内容が専門的であるために一般の被災者よりも防災関連部署
が読み被災者に役立てる形を提案された。 

2. 顔情報から推定した心理状態の検証試験：
25～35 歳の女性を対象にした研究では、me-fullness®使用群では、抑うつ・不安・ストレスのスコア

すべてで有意な改善が見られた。一方、コントロール群では改善幅が小さかった。また体育大学女子学
生 85 名を対象としたアプリ使用調査では、DASS-21 による抑うつスコアと、PMS スコアに有意な改
善が認められ、精神医療に抵抗のある層に対する有効な介入手段となり得ることが示唆された。そこで
より迅速に、また自分で顔に対する印象をアプリに入力する必要のない顔情報分析アプリを作り、心理
状態との相関性を確認した。 
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4. 考察・結論
me-fullness®アプリは、心理的不調の自己検出と改善を促す有効なツールであることが示された。me-

fullness®アプリの顔情報から心理状態を推測するプログラムを基に作成したアプリは、災害後に多くの
人々が精神科医療を必要とするときや、大学生のストレスによる心理状態の悪化など異なる状況下で多
くの人々の心理状態測定に活用できる可能性があり、心理状態に応じた精神科医療の配分を可能にする
と考えられる。 

5. 政策提案・提言
多くの人々の心理的不調の早期発見と支援を推進するため、精神科の医療資源に頼らずに、スマート

フォンアプリを活用したメンタルヘルス DX の制度的整備が求められる。高齢者や視覚障害者等、多様
な対象に拡張することにより、自殺予防や社会的孤立の解消に資する可能性がある。
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